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⽇本史 A（鵜飼政志） 第 2 回 テスト範囲と課題（末尾） 

34-35 ⾴から幕末です。アメリカ・ペリー艦隊の来航と欧⽶の圧⼒によって⼀⽅的な条約を結ば

される⽇本、というのが概略です。しかし、これは明治の頃からいわれた俗説
ぞくせつ

にすぎません。事実

は異なります。 

ペリーの写真は教科書にあります。阿部正弘はネットで探せばでてきます。 

そもそも、1867（慶応 3）年、幕府は将軍・徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

の⼤政
たいせい

奉還
ほうかん

によって政権返上とその約 2 ヵ

⽉後の政治クーデタ（王政
おうせい

復古
ふ っ こ

政変）によって崩壊し、その後の内乱（戊⾠戦争）を経て新政権で

ある天皇政府（明治政府）の基盤が確⽴します。政治クーデタから⾰命を経て、社会は⼤きく変化

していきます。では、前の社会はいかなるものであったのか。なぜ徳川幕府は崩壊したのか。多く

の⼈々は理由を知りませんでしたし、また勝 海 ⾈
かつかいしゅう

らが幕府の重要資料を焼却してしまったことも

あり、確認する術も乏しかったといえます。そのため、徳川幕府の性格や実情を語ったのは、旧幕

⾂であっても核⼼を知らない⼀部の⼈々でした（例えば、福澤
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

や福地
ふ く ち

源⼀郎
げんいちろう

）。したがって、

私たちは徳川幕府について、漠然
ばくぜん

といわれたことをそのまま事実として受けとめてきました。しか

し、それでは徳川社会が⼤きく変貌
へんぼう

していた幕末などを語るには無理があります。 

少し知るべき前提的な事実を説明してみます。 

  

 現在、世間⼀般にいわれてきたのは以下のようなことではないでしょうか。 

次の図は、徳川幕藩
ばくはん

体制といわれるものです。徳川本家（＝宗家
そ う け

〜将軍家）が、その家⾂とともに

権⼒を掌握し、外
と

様
ざま

といわれた諸⼤名は徳川権⼒に置かれ、実質的に⽀配されたという理解です。

また、徳川宗家のほかに、宗家の親族である親藩
しんぱん

、さらに将軍家を⽀えるものとして⽔⼾
み と

・尾張
お わ り

・

紀州
きしゅう

の御三家が特別に遇された御三家
ご さ ん け

、さらに 8 代将軍吉宗
よしむね

の代に御
ご

三
さん

卿
きょう

が創設
そうせつ

されました。こ
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れらは宗家から将軍が相続できない場合、後継をだすことができるとされました。ただし、御三家

と宗家の関係は、8 代将軍吉宗を紀州から迎えたことで、時代とともに⼤きく変貌していきます。

また、徳川宗家の親族は、慣習で政治に⼝をださないこととされました。この慣習があったからこ

そ、前回述べた雄藩
ゆうはん

⼤名のような⾯々
めんめん

が出現したのです。 

 

 

 実際の将軍家（宗家）に対する諸⼤名の権⼒関係は、上記の概念図では説明できないものになっ

ていきます。その説明は、明確な決まりがないので容易ではないですが、しばしば諸⼤名が在府中、

毎⽉ 1 度将軍に謁⾒する⽇が定められていましたが、その当⽇に江⼾城における殿席
でんせき

（控え室）に

よって説明されます。どの部屋に遇せられるかが将軍との⼒関係を⽰すものといわれます。そして、

控え室の決め⽅は、時の幕閣（幕政を担当した⽼ 中
ろうじゅう

や若年寄
わかどしより

）によって決められましたので、た

んに将軍家との関係というよりは、幕府との関係といえました。そしてこの序列は、状況によって

変化することに注意しなければいけません。 
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 また、譜代
ふ だ い

⼤名（徳川将軍家の家来）や外
と

様
ざま

⼤名といった序列はあまり関係がありません。こ

のことから、ペリー来航時、薩摩
さ つ ま

藩主島津
し ま づ

⻫
なり

彬
あきら

が外様⼤名であるにもかかわらず、幕閣の評議が

おこなわれる⼩部屋
こ べ や

（⼤広間
おおひろま

裏＝将軍着座間の裏）への出⼊りを許されたことがわかるはずです。

島津家は、外様ですが、国持
くにもち

⼤名（薩摩・⼤隅
おおすみ

の領主）であり官位（薩摩
さ つ ま

守
のかみ

など）も⾼く、か

つ将軍家の縁戚（11 代将軍家
いえ

⻫
なり

夫⼈は島津家出⾝）でした。例えば、下野
しもつけ

国
のくに

の⿊⽻
くろはね

藩⼤関⽒な

どは、幕閣との親密な関係から外様でありながら、若年寄
わかどしより

に任命されています。 

 

 将軍は誰が任命するのか 

 征夷
せ い い

⼤ 将 軍
たいしょうぐん

職
しょく

は、平安時代の坂上⽥村⿇呂
さかのうえのたむらまろ

に 遡
さかのぼ

るわけですが、その後は武家の棟 梁
とうりょう

であ

る 源 頼 朝
みなもとのよりとも

に与えられ、⼤政
たいせい

（内政）の政 事
まつりごと

（政治）を担当するものとして認識され、その後

は⾜利
あしかが

尊
たか

⽒
うじ

（室町
むろまち

幕府）に与えられました。ゆえに、以下の図のようなイメージを持つ⼈がいる

かもしれません。 
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しかし、室町時代を経て、徳川
とくがわ

家康
いえやす

に将軍職が与えられました。後、家康が 2 年で辞職し、息⼦

の秀
ひで

忠
ただ

がその継嗣
け い し

（あとつぎ）となった時、将軍職は世襲
せしゅう

、つまり徳川宗家代々の当主に与えられ

ることになっていきました。このことから、将軍と朝廷（天皇）の関係は、明確に位置づけられま

す。禁 中
きんちゅう

公 家
ならびにくげ

諸法度
しょはっと

がその典型ですが、朝廷（天皇）は、徳川幕府のなかの官位発⾏機関に位

置づけられたのです。武家にとって、朝廷が発⾏する官位は⽀配の前提であり、その官位発⾏も徳

川幕府を介して朝廷に実質的に命じられたのです。 

  この頃すでに、国
こく

学者
がくしゃ

などは天皇と武⼠との本来的な関係（武⼠は朝⾂）に気がつき主張する

ものもいましたが、本⾳
ほ ん ね

と建前
たてまえ

のある⽇本の為政者たちには、それを理解するものは多くありませ

んでした。 
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 ペリー来航情報と徳川幕閣 

 アヘン戦争後、極 東
きょくとう

においてさらなる市場を求めるとすれば⽇本でした。欧⽶各国は、最⼤の

⼤国イギリスの動向を注視し、⾹港
ほんこん

総督
そうとく

ジョン・バウリングも⽇本遠征を主張しましたが、イギリ

ス本国政府はその主張を 斥
しりぞ

けました。諸説ありますが、中国市場よりも 極 ⼩
きょくしょう

な⽇本との関係を

あえて求める必要はないというのです。しかし、イギリスの動向を利⽤しながら⽇本との関係を画

策していたアメリカやロシア、そして既に⽇本との関係があるオランダも権利関係の拡⼤を画策し

ていました。そのなかで具体的な⽇本への全権
ぜんけん

使節
し せ つ

派遣
は け ん

を世界中に公表したのが新興
しんこう

国
こく

アメリカ

合 衆 国
がっしゅうこく

です。合衆国政府の意図については諸説ありますが、対外的にアメリカの威信
い し ん

を世界に問

う宣伝⽬的などもあったといえます。また、アメリカ側には太平洋横断航海を実⾏するという狙い

もありました。蒸気船の時代になろうとしていた当時ですが、⽯炭の燃費
ね ん ぴ

が悪く、太平洋横断は危

険がともなう冒険でもありました。しかし、新興国家ではあったにせよ、世界最⼤級の蒸気
じょうき

艦船
かんせん

を

保有していたアメリカ海軍の存在は脅威
きょうい

でした。 

 そして、いくらかの⼈員変更などを経た後、合衆国海軍は、⽇本遠征の全権を既に退役していた
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ペリー提督に委任したのでした。メキシコ戦争の英雄であったペリーは、最後の名誉として⽇本⾏

きを承諾し、条件として 2 年前から計画を開始し（アメリカ東海岸からアフリカ・インド経由で⽇

本⽅⾯へ）、その内容を世界に公表するというものでした。そこには、イギリスに対する競争⼼やペ

リーの功 名
こうみょう

⼼
しん

などがみてとれます。 

 ⽇本（徳川幕府）は、アメリカ艦隊⽇本遠征情報を、⻑崎出島
で じ ま

のオランダ商 館
しょうかん

から知らされるこ

とになります。オランダ商館は、毎年、海外事情をまとめて幕府に提出する義務がありました（「オ

ランダ⾵説書
ふうせつがき

」）が、特に重要な世界情勢については、「別段
べつだん

⾵説書」を提出することになっていま

した。この「別段⾵説書」からペリー来航情報を知ったのです。2 年後にいかなる対応をとるべき

か。かつての古典的理解は、何も具体的な⽅策をとることができなかった徳川幕府は、ペリーのい

いなりに条約を結ばされ、結果として幕府崩壊の始まりになったというものでした。外国側の動向

も新たな研究によってかなり書き換えられていますが、ここでは⽇本側の動向について、近年の研

究成果を紹介します。 

 

 ⽼中⾸座・阿部正弘の決断―譲歩と幕政改⾰― 

 当時の幕閣を束
たば

ねていたのは阿部
あ べ

正弘
まさひろ

（福⼭藩主）です。彼は失 脚
しっきゃく

した⽔野忠邦
みずのただくに

の後任です。

つまり、20 年近く⽼中⾸座
し ゅ ざ

の任にあったことになります。当時の徳川幕府は、財政を中⼼に改⾰が

求められていました。しかし、改⾰が⽔野忠邦のように⾨閥
もんばつ

層（保守層）に信任されなければ失脚

するどころか、⾃らの領地すら保証されなくなります。特に、保守派の反対が強かった当時、洋学

などから⻄洋の知識を⽤いて改⾰を実践しようとすることは困難でした。また、みずからの利害に

固執
こ し つ

する⼤奥
おおおく

の存在も改⾰の障害でした。にもかかわらず、阿部はなぜ⻑期にわたって政権を維持
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できたのでしょうか。彼は、古典的評価では洋学に好意的な⼈物と評されますが、必ずしもそうい

うことはなく、⼤奥の緊縮財政を主張して問題視されていた前⽔⼾藩主・徳川
とくがわ

⻫
なり

昭
あき

を海防
かいぼう

参与
さ ん よ

とし

て特別に登⽤するなど、むしろ開明
かいめい

派と保守派の権⼒バランスをうまく調整できた政治家というべ

きでしょう。 

 

 阿部は、頻繁ではないにせよ、欧⽶諸国による貿易や寄港
き こ う

要求には⼀定の譲歩、すなわち⽂⾯に

よる約束、つまり条約調印が必要と考えていました。条約調印を最低限の譲歩と考えたのです。同

時に、それが不可避
ふ か ひ

なことを国内諸⼤名に理解させるため、ペリー来航時、アメリカ側から提出さ

れた合衆国⼤統領の国書（港の開港と貿易要求）を開⽰し、広く意⾒を求めたことで有名です。こ

れをもって、阿部は「開国の恩⼈
おんじん

」かのような評価があります。たしかに阿部は保守派というより

も、ペリー来航以前から⻑崎出島オランダ商館を通じて、軍事顧問を招聘し、蒸気船操 縦
そうじゅう

訓練
くんれん

を

おこなわせるなど、⻄洋技術に寛容
かんよう

な開明派というべきです。他⽅、その政治⼒についてはきわめ

て権⼒バランスに配慮した為政者
いせいしゃ

だったのです。 

そもそも国書開⽰も初めてかのようにいわれますが、決して最初のことではなく、また、国内の
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意⾒についてもある程度の⾒通しを持っていてのことでした。実際に上 申
じょうしん

された国書意⾒は、多

くが貿易開始は否定する⼀⽅で、アメリカ船に対して薪⽔
しんすい

給与
きゅうよ

などの配慮
はいりょ

は可とするものでした。

阿部の狙いは、国内⽀配層の意⾒を把握したうえで、それを⽂章にまとめる、つまり条約調印をも

って事態を乗り切ろうというものであったといえます。また、ペリー艦隊の動向を把握するため、

琉 球
りゅうきゅう

を実質⽀配している薩摩藩島津
し ま づ

家を通じた情報⼊⼿につとめました。ペリーは、⽇本との交

渉が失敗した場合に備えて、琉球王国との関係も模索していたからです。そのため、江⼾で親交の

あった薩摩藩主島津⻫彬に協⼒を依頼し、特別に幕閣の評議がおこなわれる江⼾城⼩部屋への出⼊

りを許したのでした。 

 しかし、幕閣は保守派の影響⼒を懸念し、積極意⾒を主張することに消極的なものが多かったた

め、決断ができませんでした。そうしたなか、1853（嘉永 6）年、ペリー艦隊 4 隻が浦賀に来航し

たのです。ペリーは、合衆国（前）⼤統領フィルモアの国書を贈呈し、その回答のため来春の再来

を告げて中国⽅⾯に退去していきました。 

 

「⿊船」再来と条約調印 

ペリーに続き、⻑崎には国 境
こっきょう

交渉を主⽬的としたロシア・プチャーチン艦隊が来航し、クリミ

ア戦争（英仏がトルコを⽀援してロシアに戦線布告―極東シベリア⽅⾯にも波及）中のなか、同じ

く⻑崎と箱館
はこだて

（函館）にイギリスのスターリング艦隊が来航し、局 外
きょくがい

中 ⽴
ちゅうりつ

を要求していました。

徳川⻫昭を海防参与としていた幕閣は、彼の意⾒もあり、平和的な態度をみせていたプチャーチン

を利⽤して、ロシアに先んじて条約を結び、アメリカを牽制
けんせい

しようと考えていました。しかし、ペ

リーは、予想よりも早く、翌年早々に再来しました。前回のペリー来航時に⽐べ、江⼾湾や久⾥
く り

浜
はま
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（現在の横須賀市、浦賀の対岸）・浦賀の幕吏たちは、⽐較的冷静に対応しました。また、⺠衆も前

回ほどの興味を⽰しませんでした。しかし、多くの外交担当の役⼈や通詞
つ う じ

が⻑崎に出張していたこ

とから、幕閣は混乱し、国書に対する回答と交渉開始を延引
えんいん

させます。他⽅、ペリーはアメリカ本

国で政権が交代し、軍事⼒⾏使が制限されていたことから、早期の条約調印を主張し、江⼾湾内で

の測量強⾏など態度を硬化させていました。結果として久⾥浜でおこなわれた⽇⽶会談には、儒学
じゅがく

者の 林
はやし

⼤ 学 頭
だいがくのかみ

（述斎）が全権として出席しました。林はもちろん外交の素⼈
しろうと

です。会談では、ペ

リーが貿易を含んだ条約調印を要求しますが、林は儒者
じゅしゃ

ならではの⼤義
た い ぎ

名分
めいぶん

を主張し、⽇本は貿易

をおこなわないのが⼤義であると反論しました。しかし、条約調印を急ぐペリーは予想外の態度を

⽰します。林の主張に理解を⽰して貿易要求を撤回し、現実的な条約調印を求めたのです。これに

林も同意し、次の会談で概ねの内容が合意されました。これが⽇⽶和親
わ し ん

条約です。 

和親条約は、ペリーが要求した貿易に代わり、アメリカ船舶の寄港（下⽥・箱館
はこだて

）や薪⽔給与を

認めましたが、そうした物資供給に対して物々交換だけでなく⾦銭⽀払いを認めたため、あたかも

貿易が可能化のような解釈が成り⽴つなど曖昧な内容でした。また、ペリーが主張した最恵国
さいけいこく

待遇
たいぐう

を当然の主張とみなして要求したため、既に⻑崎に来航していたプチャーチンなど他国との交渉に

影響をおよぼすことになりました。 

久⾥浜で交渉をおこない、横浜（村）で条約調印にあたって幕府側交渉委員たちは、最善の譲歩

と考え、阿部たちもまた結果よしと考えました。しかし、和親条約は⼤きな波紋を与えることにな

ります。和親条約とは、漢語の世界では戦争に負けた国が勝利した国の求めに応じて結ぶ条約のこ

とを指します。ところが、アメリカ側の⽰唆もあって、これをフレンドリーな意味だと交渉委員は

幕閣に回答しました。そしてなによりも、条約調印をもってアメリカは満⾜したと勝⼿に解釈した
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のです。あくまで臨時の対応を紙⾯に明記しただけで、アメリカ船の来航などめったにないことと

考えたのです。事態はそのようにいきませんでした。ペリーとの条約交渉に注視していたロシアや

出島のオランダ商館は、最恵国待遇が条約に規定されていることから、⾃国との条約調印を求めて

いったのです。そのことの問題性を悟った⻑崎奉⾏たちは、事態を最⼩限に留めるとして、ロシア

ばかりかオランダとの条約交渉にも応じ、さらに条約調印を求めてもいないイギリスにも条約調印

を提案していったのでした。 

総じて⽇⽶和親条約は、英語・⽇本語・オランダ語・漢⽂の 4 か国語で条⽂が定められましたが、

⽇本側通詞の能⼒的問題（有能な⾯々は⻑崎出張中）から、各国語の意味に微妙な違いが⽣じてい

ました。特に英語と⽇本語との間には、まるで異なる意味と解釈できるような条⽂さえ存在したの

です。このことが、2 年後、下⽥にアメリカ通商全権タウンセンド・ハリスが来⽇することになり

ました。ハリスは改めて貿易を要求したのです。 

 課題（提出条件は第 1 回と同じ） 

1) 最恵国待遇（または最恵国条款）について調べ、いかなるものか 100 字程度で記しなさい。 

2)以下は⽇⽶和親条約第 11 条の⽇英両⽂です。意味が同じになるかどうか解説してください。 

 なお、アメリカ⼈でも同じという意⾒がありますが、違うことを前提で説明してください。 

 


